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平安時代のファンタジーの世界はどう描かれてきたのか？

学習のねらい

ファンタジーを読んだ時の人によって描く世界の違いについて考える。

学習の流れ

● 絵巻を比較して描かれ方の違いを考える。

● 描かれた時代の背景を知る。

● 改めて原典の文に立ち返って『源氏物語』を読み味わう。
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想定される相違点

● 描かれている人の数（登場人物）

● 光源氏の着ているものの色

● 小柴垣の高さ

● 近くに描かれている植物

読む人（描く人）によって想像する姿、情景は異なる

物語（ファンタジー）を読むことの面白さへの気づき


